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販
売
プ

ー

ル
制

の
成
立

と

そ
の
経

過
」

(
『
三
井
文
庫

論
叢

』

第

一
号
)

三
二
九

ペ
ー
ジ
以
下

を
参
照
。

(
1
)

『
第

二
回
支
店

長
会
議

々
事

録

』

(
大
正

二
年

七
月
)

物

産

一
九

八

ノ

二

四
〇

八
～
九

ぺ
ー
ジ
。

(
1
)

『
石
炭
協
議
会

議
事
録

』

(
明
治

三
八
年

五
月
)

物
産

二
〇
二

一
一

一ニ
ベ

ー
ジ
o

(
1
)

『
第

二
回
支
店

長
会
議

々
事
録

』

(
大
正

二
年
七
月
)

物

産

一
九

八

ノ

二

一
〇

五
ぺ

ー
ジ
。

(
1
)
以
下

は

『
支
店

長
諮
問

会
議
事

録

』

(
明
治

四
〇
年

七
月
)

物
産

一
九

七

ノ
六

二
〇

四
～

五
ペ
ー
ジ

に
よ
る
。

(
051
)

『
支
店
長

諮
問
会
議

事
録

』

(
明
治

三
六
年

四
見

)

物
産

一
九
七

ノ
二

一
四

五
ペ
ー
ジ
。

ま

た
、

三
井
物
産

で
は

一
九
〇

二
年

に
ア

メ
リ

カ
、

ボ

ル
ネ

オ
の
両
地
域

に

お
け

る
石
油
事

業
を
調

査
し
、

そ
の
有
望

な

こ
と
を
報
告

し

て
い
る

(
同
書

一
六

五
～
八
ペ

ー
ジ
)
。

(
1
)

こ
れ
ら

の
点

に

つ
い
て
は

『
三
井
物
産

香
港
支
店
沿
革

』

(
大

正

=
二
年
)

物
産

三

一
九

ノ
二

三
五
ぺ

ー
ジ
以
下
を
参

照
。

(
1
)

『
第

二
回
支
店
長

会
議

々
事

録

』

(
大

正
二
年
七

月
)

物
産

一
九
八

ノ

二

一
〇
六
ぺ

ー
ジ
。

佐
賀
新
聞
大
正
期
炭
坑
記
事

Ⅵ(

町

田

保

次

大
正
三
年
八
月
廿
九
日

少
年
坑
夫
の
横
死

小
城
郡
北
多
久
村
大
字
小
侍
正
院
谷
炭
坑
々
夫
永
田
信
義

(十
二
)
は
去

る
二
十
六
日
午
前
十
時
三
十
分
頃
炭
車
に
て
昇
坑
の
際
、
坑
口
よ
り
約
八
十

間
余
の
坑
道
に
お
い
て
墜
落
し
、
頭
頂
骨
、
腕
上
膳
骨
を
挫
折
し
即
死
を
遂

げ
り
。

大
正
三
年
八
月
廿
九
日

大
輸
送
と
石
炭
不
足

九
州
鹿
児
島
本
線
井
に
長
崎
本
線

の
貨
物
輸
送
を
止
め
た
る
為
に
、
各
地

石
炭
不
足
の
傾
向
を
生
じ
た
る
は
事
実
に
し
て
、
現
に
九
州
製
紙
会
社
の
如

き
は
僅
か
に
三
日
分
の
貯
炭
を
有
す
る
の
み
な
れ
ば
、
此
運
輸
停
止
が

一
週

間
に
渡
る
も
の
と
せ
ば
、
四
日
間
は
休
業
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
破
目
に
陥
る

べ
く
、
已
む
を
得
ず
多
少
の
不
利
益
を
忍
び

つ
つ
三
池
港
よ
り
船
便
に
て
八

代
に
送
り
、
同
地
よ
り
球
磨
川
を
遡
り
松
求
麻
に
達
せ
し
む
べ
く
手
配
り
中

な
り
と
。
這
は

一
例
に
過
ぎ
ざ
れ
共
、
各
地
に
は
斯
か
る
状
態
に
あ
る
も
の

多
か
る
べ
く
、
幸
ひ
に
し
て
熊
本
に
於
て
は
各
石
炭
商
と
も
多
少
の
貯
炭
あ
り
。

輸
送
停
止
が

}
週
間
位
に
限
ら
る
べ
き
も
の
と
せ
ば
、
と
も
角
大
な
る
不
足

を
生
ず
る
こ
と
無
く
、
且
相
場
に
も
影
響
す
る
こ
と
な
か
る
べ
し
と
。

大
正
三
年
八
月
卅

一
日

試
掘
許
可

杵
島

郡
朝

日
村
稲
富

藤

一
氏

の
東
松
浦
郡
北

波
多
村
、
西
松
浦
郡
波
多
津

村
、
南
波
多
村
地
内
石
炭
鉱
区
七
五
五
、
九
四
六
坪
の
試
掘
願
、
大
阪
市
西

区
土
佐
堀
通
五
丁
目
中
島
幾
三
郎
氏
の
東
松
浦
郡
打
上
村
、
名
古
屋
村
地
内

石
炭
鉱
区
九
〇
三
、
○
○
○
坪
の
試
掘
願

は
今
回
許
可
さ
る
。

(七
九
頁
へ
)

'
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内
坑
そ
の
他
の
新
事
業
に
着
手
し
、
新
鉱
区

の
出
願
を
行
い
え
た
の
で
は
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
侮
。
そ
の
意
味
か
ら
麻
生

の
鉱
業
資
本
家

・
企
業
家
と
し
て
の
確

固
た
る
地
保
を
築
く
基
と
な

っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
鉱
区

の
売
却
に
よ
る
利
得
を
も

っ
て
、
土
着
鉱
業
家

の
山

師
的
性
格
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
す
べ
て
を
否
定
し
得

な
い
ま
で
も
、少
な
く
と
も
麻
生
家
の
場
合

を
み
れ
ば
、
石
炭
鉱
業
家
と
し
て
の
事

業
を
継
続
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
は
拡
大

す
る
た
め
に
も
、
そ
の
資
金
獲
得

の
た

め
に
は

一
面
や
む
を
得
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
時
の
麻
生
家
と
し
て
は
、
鯰
田
炭

坑

・
忠
隈
炭
坑

の
両
優
良
炭
鉱
を
中
央
財
閥
系
資
本
に
売
り
渡
す
こ
と
に
よ

っ
て

の
み
「
土
着
石
炭
鉱
業
家

」
と
し
て
の
炭
鉱
経
営
を
継
続
し
得
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

鉱
業
規
模
拡
大
の
流
れ
の
中
で
、
弱
小
な
土
着
鉱
業
者

を
排
除
し
、
こ
れ
に
代

位
し
つ
つ
確
固
た
る

「
土
着
鉱
業
家
」
と
し
て
発
展
し
て

い
っ
た
麻
生
家
の
過
程

は
、
本
論
の
対
象
と
し
た
忠
隈
炭
坑
の
場
合
、
視
点
を
か
か
え
れ
ば
中
央
資
本
の

筑
豊
進
出

の
基
盤
を
整
備
し
提
供
す
る
役
割
を
担

っ
た
も
の
で
も
あ

っ
た
。

駐

①

前
出

資
料

、
忠
隈

D
1
14
。

②

忠
隈
炭
坑

は
住
友

に
対

し

「
○
万
八
千
円

で
売
却

さ
れ
た
が
、
穂
波
鉱
山

が

含

ま
れ

て
い
る
の
で
忠
隈
炭
坑

の
み
の
価
格

は
七
万

三
千
円

で
あ

っ
た
。

③

麻
生
家
文
書

、
煽
石

A
I
2
1。

④

こ
の
地
域

は
芳
雄
炭
鉱

と
し

て
昭
和
四
十

四
年

に
閉
山

す
る
ま

で
、
吉

隈
鉱

区
を

ふ
く

め
た
麻
生
最
後

の
ヤ

マ
と
な

っ
た
。

⑤

こ
の
点

に
関

す

る
実
証

的
な
考
察
が
欠

け

て
い
る
が
、
今
後

の
課
題

と
し

た

い
。

付
記

本
稿
は
昭
和
五
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費

(総
合
研
究
ω

「
九
州
に
お
け
る

石
炭
礦
業
資
本
の
形
成
と
そ
の
農
村
的
背
景
」
)
の
分
担
研
究
の
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

♂

(四
一頁
よ
り
)

大
正
三
年
九
月
四
日

坑
夫

の
厭
世
自
殺

杵
島
郡
北
方
村
杵
島
炭
坑
々
夫
有
田
勝
太
郎

(
四
十

二
)
は
リ

ユ
ウ
マ
チ

ス
に
て
左
足
不
具
と
な
り
跛
行

に
て
漸
く
歩
行
せ
る
有
様
な
り
し
が
、
四

.

五
日
前
よ
り
気
管
支
庚
に
罹
り
、
医
師

の
診
断
を
受
せ
し
に
肺
疲
の
徴
あ
る

旨
を
聞
き
、
世
を
果
な
み
去
る

「
日
午
後
七
時
頃
サ
ワ
に
四
通
の
書
面
を
認

め
之
れ
を
郵
送
す
べ
き
事
を
云
ひ
付
け
、
其
家
出
を
待

っ
て
自
宅
を
抜
け
出

で
、
全
坑
西
側
な
る
堤
に
両
袖
に
三
斤
余

の
石
を

一
個
つ
つ
容
れ
投
身
自
殺

を
遂
げ
た
り
と
。

大
正
三
年
九
月
六
日

炭
坑
荒
し
が
商
売

原
籍
不
明
当
時
東
松
浦
郡
相
知
村
大
字
長
辺
田
力
士
小
柳
方
滞
在
炭
坑
稼

ぎ
中
西
時
雄

(
三
十
六
)
と
云
ふ
は
、
前
科

二
犯
の
曲
者
な
る
が
、
懲
性
も

な
く
本
年
三
月
二
十
四
日
長
崎
県
北
松
浦
郡
佐
々
村
佐
々
炭
坑
々
長
平
岩
源

吉
氏
が
坑
夫
募
集
の
た
め
派
遣
し
た
る
全
坑
人
事
係
森
瀬
吉

に
応
募
の
約
を

な
し
、
雇
入
金
名
儀
の
も
と
に
全
月
日
不
祥
東
松
浦
郡
厳
木
村
字
岩
屋
の
野

口
松
太
郎
方
に
て
金
五
十
円
を
、
又
四
月

一
日
頃
同
炭
坑
に
て
金
十
五
円
及

び
金

十
円
計

七
十

五
円

を
騙
取
逐
電
し
、
次
で
五
月
三
、
四
日
頃
長
崎
県

北
松
浦
郡
調
川
村
字
江
口
松
尾
乙
五
郎
に
対
し
坑
夫
志
願
の
旨
を
述
べ
て
、

又
又
雇
入
金
名
儀
の
下
に
乙
五
郎
よ
り
金
十
三
円
を
騙
手
し
、
越
え
て
全
月

二
十

一
日
西
松
浦
郡
西
山
代
村
向
山
炭
坑
納
屋
頭
柴
藤
金
太
夫

に
妻
及
子
供

と
都
合
三
人
、
之
亦
炭
坑
稼
を
な
す
と
詐
樗
し
、
全
日
全
坑
事
、務
所
に
於
て

金
二
十
二
円
と
炭
坑
切
符
五
円
を
騎
取
し
、
越
え
て
二
十
五
日
は
長
崎
県
北

松
浦
郡
浦
の
崎
迎
炭
坑
に
於
て
西
松
浦
郡
牧
島
村
大
字
木
須
前
山
太
三
郎
に

白
縮
緬
兵
児
帯

一
筋

(代
価
十

一
円
)
を
明
日
迄
貸

し
呉
れ
と
甘
く
欺
き
て

持
出
し
、
西
松
浦
郡
西
山
代
村
大
字
西
分
な
る
質
屋
山
口
久
太
郎
方
に
金
四

円
に
質
入
し
て
、
之
を
横
領
し
、
次

で
六
月
二
十
八
日
長
崎
県
北
松
浦
郡
福

二
〇
七
頁
へ
.)

4
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の
ボ
ー
リ
ン
グ

・
不
動
産
事
業
熱
に
そ

っ
く
り
だ
。

な
お
、
ブ
ー
ム
の
伝
播
に
つ
い
て
見

て
み
る
と
、
ま
ず
明
治
三
十
七
年
十

二
月

博
多
に
ガ
ス
事
業
が
成
立
、
最
初
は
欠
損
だ

っ
た
同
社
が
四
十

一
年
下
半
期
年
六

分
の
配
当
を
行
な
う
と
、
四
十
二
年
か
ら
四
十
四
年
に
か
け
て
福
岡
県
下
都
市
部

に
ガ

ス
ブ
ー
ム

が
起
こ
り
、
明
治
四
十
五
年
福
岡
県
以
外
の
各
県
に
も
波
及
し
て

い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
た
だ
し
、
長
崎
の
ガ
ス
事
業
が
二
十
六
年
に
始
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
明
治
末
ま
で
は
残

っ
て
い
た
そ
の
先
進
性
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う

し
、
ま
た
、
鹿
児
島
は
、
そ
の
藩
政
以
来
の
進
歩
的
空
気
と
特
殊
経
済
事
情
に
よ

っ
て
、
明
治
四
十
三
年

に
設
立
さ
れ
た
、
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

Ψ

(七
九
頁
よ
り
)

島
炭
坑
に
至
り
て
、
全
坑

の
坑
夫
吉
原
安
太
郎
外

二
名
に
対
し
、
坑
夫
稼
を

な
す
と
称
し
、
前
記
同
様

の
手
段
を
も

っ
て
金
五
円
を
安
太
郎
よ
り
騙
取
し

翌
二
十
九
日
は
西
松
浦
郡

二
里
村
字
川
東
木
賃
宿
片
岡
熊
太
郎
方
に
て
金
十

円

を
翌

三
十

日
福
島
炭
坑
に
て
金
十
五
円
と
全
坑
よ
り
発
行
の
金
券
五
円

都
合

三
十
五
円
を
騙
取
せ
し
事
伊
万
里
署
の
探
知
す
る
所
と
な
り
、
詐
欺
横

領
罪
と
し
て
、

一
件
書
類
の
み
当
検
事
局

へ
送
ら
れ
た
り
。

大
正
三
年
九
月
七
日

試
掘
許
可

西
松
浦
郡
西
山
代
村
大
字
楠
久
津
児
島
金
八
氏
の
出
願
に
係

る
全
郡
全
村

池
内
石
炭
坑
三
二
二
、
八
四
〇
坪
の
採
掘
鉱
区
増
区
願
は
今
回
許
可
さ
る
。

大
正
三
年
九
月
七
日

義
損
金
応
募
者

(
四
)

金
壱
円

多
久
鉱
業
株
式
会
社

東
多
久
炭
坑

金
壱
円

金
壱
円

金
壱
円

金
壱
円

金
壱
円

金
壱
円

全全全全全

東
松
浦
郡
厳
木
炭
坑

大
正
三
年
九
月
九
日

厭
世
の
結
果
自
殺

古
川

剛

直
塚
秀
太
郎

牧

武
彦

平
川

静

辻

寛

末
次

与
作

湯
浅
吉
太
郎

西
松
浦
郡
西
山
代
村
山
代
炭
坑
納
屋
坑
夫
永
田
シ
ズ

エ

(
三
十
八
)
は
、

内
縁
の
夫
平
野
三
吉

(四
十
八
)
と
の
間
に
私
生
子

マ
ツ
エ

(十
三
)
三
次

(
七
つ
)
ミ
ツ
エ

(
二
つ
)
と
都
合
五
人
暮
し
な
り
し
に
、
五
年
前
よ
り
肺

病
に
罹
り
且

つ
夫
三
吉
も
客
年
十
二
月
頃
よ
り
病
気

の
た
め
歩
行
自
由
な
ら

ず
、
只
僅
か
に
長
女

マ
ツ
エ

「
人
に
て
仕
事
を
な
し
糊
口
を
凌
ぎ
居
り
し
が
、

厭
世
の
結
果
去
る
五
日
午
前
三
時
頃
自
宅
に
於
て
総
死
を
遂
げ
た
り
と
。

(
=
二
〇

頁

へ

)
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鎌
形
氏
は
い
う
、
そ
の

「
最
初
の
計
画
が
県
の
農
務
課
か
ら
大
正
七
年
に
提

出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
水
車
揚
水

は
三
段
掛
け
に
な
る
と
農

家

の
経
営

が
困
難
と
な
る
か
ら
、
旱
越
年
で
も
二
段

で
済
む
よ
う
に
溝
渠
の
水
量
を
余
計

に
し
よ
う
。
そ
れ
に
は
平
野
南
部
に
於
て
八
田
江
川
の
作
水
余
水
と
筑
後
川
の

淡
水
を
大
型
ボ
ン
。フ
で
汲
み
上
げ
て
補
給
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
之

に
対
し
て
、
農
事
試
験
場
か
ら
意
見
が
出

て
、
『
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
な
ら
五
十

歩
百
歩
だ
か
ら
、
ど
う
せ
機
械
灌
漑

に
す

る
な
ら
本
式

に
や
れ

』
と
い
う
の
で
、

農
民
を

つ
れ
て
福
岡
県

の
筑
後
川
沿
に
あ

る
三
〇

-

五
〇
馬
力
の
電
気
揚
水

を
見
せ
て
や
っ
た
」
。
③

東
邦
電
力
史
に
よ
る
と
、

「
三
潴
郡
は
筑
後
川
の
下
流
に
位

置

し
て
耕
地

七
、
○
○
○
余
町
歩
を
も

つ
が
、
灌
漑

用
水

の
便
が
悪
く
、
日
照
り
が
二
十
余

日

に
及

ぶ

と

溜

池

(
ク

リ

ー

ク

ー

筆

者

)

が

枯

渇

し

、

ま

た
長

雨

が

つ
づ

く

と
河
川
が
氾
濫
し
、
収
穫
の
大
半
を
失
う
状
態
で
あ

っ
た
。
」
そ
の
た
め
、
す

で
に

「
大
正
三
年
以
来
電
動
機
に
よ
る
灌
漑

を
始
め
、
九
州
電
灯
鉄
道
か
ら
電

力
を
供
給
す
る
と
と
も
に
電
動
機
の
貸
付

け
を
行

っ
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
④

か
く
し
て
、
県
の
二
期
作
廃
止

f

移
植
期
引
下
げ
f

へ
の
努
力
は
、
は

し
な
く
も
灌
漑

揚
水

の
機
械
化
勧
奨

へ
と
発
展
す
る
。

佐
賀

新
聞
保
存

紙

へ
大

正
十
年
九
月

二
十
九

日
号
)

右
同

(
大
正
元
年

十

二
月

十
日
号
)

鎌
形

勲
、
佐
賀
農

業

の
展
開

過
程

(前
掲

)

一
八
七
頁

東
邦
電

力
史

(
昭
和
三
十

七
年

十

二
月

刊
)

二
九
八
頁

一
八
八
頁

二
〇
七
頁
よ
り
)

大
正
三
年
九
月
九
日

精
神
病
者

の
溺
死

小
城
郡
北
多
久
村
小
侍
立
山
炭
坑
吉
谷
常
太
郎

(
六
十
五
)
は
本
年
二
月

頃
よ
り
多
少
精
神

に
異
状
を
呈
し
居
り
た
る
が
、
去
る
二
日
午
後
八
時
頃
家

人
の
隙
を
窺
ひ
、
同
村
高
木
川
内
山
口
原
溜
池
に
行
き
両
袖
に
小
石
約
三
斤

位
を
入
れ
、
投
身
溺
死
を
遂
げ
た
り

大
正
三
年
九
月
九
日

第
三
回
計
算
報
告

貸
借
対
照
法

大
正
三
年
上
半
期

貸

方

資

本

金

借
入
金
及
支
払
未
済
金

合

計

借

方

鉱

区

地

所
建

物

及

軌

道

諸

機

械

及

什

器

諸

預

金

及

貸

金

仮

出

金

有

価

証
券

及

現

金

当

期

損

失

金

合

計

大
正
三
年
九
月

右
検
査
候
威
相
違
無
之
候
也

三

〇

〇

、
○

○

○

・
○

○

〇

七

五

、

{
六

「

・
三

六

二

三

七

五

、

一
六

一

・
三

六

二

九

}
、

四

「
○

・
五

六

六

五

〇

、

九

〇

六

・

ロ

一
〇

四

三
、

二

五

一

・
三

九

八

五

九

、

一
二
〇

・
一
九

〇

二

三
、

三

四

七

・
六

〇

八

三

、

九

二

六

・
四

四

四

一
〇

三

、

一
九

九

・
〇

四

六

三
七

五

、

}
六

一

・
三

六

二

多
久
鉱
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長

取

締

役

〃

監

査

役

〃

古
賀
製
次
郎

野
依

範
治

下
村
詮
之
助

吉

末

豊

次

郎

辛

島

鶴

蔵

ρ
一
五

一
頁

へ
)



梶
原
梅
太
郎
救
助

ト
シ
テ
金
七
拾

五
銭
与

エ
タ
リ
但

シ
五
日
分
休
業

二
対

ス

ル
者
ナ
リ

(炊
)

熊
谷
鶴
松
妻
子
病
気
ノ
為

メ
煩
事
等
困
難

ノ
事
故

ヨ
リ
借
用
金

ノ
出
願
致
候

条
三
円
ノ
手
読
ヲ
ナ
シ
貸
渡

ス

梶
原
梅

太
郎
妻
妊
娠

二
付
入
用
尚
同
人
病
気
ノ
為

メ
借
用
金
ノ
出
願
致
来

ル

ニ
依
リ
金
五
円
相
当
手
続
ヲ
ナ
シ
貸
渡

ス

黒
田
儀
三
次
病
気
之
為

メ
煩
事

二
困
難

シ
且
ツ
家
内

モ
病
気
二
逼
リ
尤

モ
坑

夫
七
先
ヲ
雇
入
ル
ル
処

二
約
束
致

シ
候
得
者
此
七
先
三
十
日
間

二
対

シ
居
合
ト

云
フ
見
込
相
立
テ
パ
坑
夫
雇
入
レ
規
則

二
対

ス
ル

一
先
壱
円
ヅ

、
ノ
手
当
ヲ
償

与

ナ
ス
筈
ナ
レ
パ
兎
角
彼
是

ニ
テ
本

日
金
壱
円
借
用
致
度
旨
出
願
候
問
相
当
手

続
キ
ヲ
ナ
シ
右
金
ヲ
貸
渡

ス

坑
夫
志
願
者

藤
田
太
市

・
日
高
光
義
志
願

ス

右
　

拾
月
廿
三
日

晴
天

瓜
生

・
栗
崎

・
武
井

・
後
藤
之
小
頭
午
前
第
五
時
五
拾
分
出
勤
入
坑

平
野
函
操

ハ
午
前
第
五
時
五
拾
分

頃
出
勤
入
坑

宮
柱
人
操

ハ
午
前
第
四
時
出
勤
ナ

ス

福
沢
取
締

ハ
午
前
第
五
時
出
勤
ナ

ス

本
日
捲
始

メ
ハ
午
前
第
五
時
三
拾
分

ナ
リ

二
拾
二
日
藤
田
太
市

・
日
高
光
義

二
対

シ
六
拾
銭

ノ
手
続
キ
ヲ
ナ
シ
貸
渡

ス

右
　

拾
月
廿
四
日

瓜
生

・
栗
崎

・
武
井

・
後
藤
之
小

頭
午
前
第
六
時
五
分
出
勤
入
坑
ナ
ス

平
野
函
操

ハ
午
前
第
六
時
出
勤
入
坑

ナ
ス

宮
柱
人
操

ハ
午
前
第
三
時
出
勤

ナ
ス

(
=
二
〇
頁
よ
り
)

大
正
三
年
九
月
十
五
日

小
供
炭
車
に
轢
か
る
。

東
松
浦
郡
相
知
村
押
川
山

口
炭
坑
納
屋
職
長
源
九
郎
長
男
牧
瀬
広
治

(
六

つ
)
は
、
去
る
十

「
日
午
後

「
時
頃
鼠
捲
車
道
を
横
断
せ
ん
と
す
る
際
、
高

所
よ
り
炭
車
四
台
を
連
結
せ
る
車
輪
疾
走
し
来
り
、
ア
ハ
ヤ
と
云
ふ
間
も
な

く
無
惨
の
轢
死
を
遂
げ
た
り

大
正
三
年
九
月
二
十
二
日

佐
賀
市
の
物
価

(続
)

佐
賀
商
業
会
議
所
調
査

△
薪
炭

薪
、
木
炭

は
本
春
以
来
売
行
不
況
変
化
な
し
、
石
炭
は
本
場
に
お

い
て
は
差
し
た
る
変
動
な
し
価
格
左
の
如
し
。

品

等
薪

木

炭

石

炭
全

立

物

名

称

上
仁
部

豊
後
上

多
久
塊

粉

炭

単
位

}
○

○

斤

「
○

貫

一
ト

ン全

七
月

八
月

九
月

三

六

「
円

二
〇

八

、

四

〇

四

、

二
〇

人
工全全全

全全全全

大
正
三
年
九
月

二
十
二
日

坑
夫
の
変
死

三
養
基
郡
南
茂
安
村
西
島
楽
満
与
作

(
二
十
三
)
は
去
る
十
八
日
午
前
三

時
頃
東
松
浦
郡
相
知
村
芳
谷
炭
坑
々
内

へ
作
業
中
天
井
の
土
石
墜
落
し
背
部
、

頭
部
を
圧
迫
さ
れ
虫
の
息
と
な
り
し
よ
り
附
近
の
者
駈
付
坑

口
に
運
搬
中
絶

息
せ
り
と

大
正

三
年

九

月

二
十

八

日

九

州

重

要

炭

山

産

額

八
月

中

九

州

各

県

及

び
山

口

県

下

の
各

重

要
炭

山

の
産

額

は

一
、

八

一
五

、

}
〇

五

、

二

「
六
斤

に

し

て

之

を

七

月

中

に
比

す

れ

ば

二
〇

五

、

五

三

、

六

三

一
ト

ン

の
減

少

に

て
内

本
県

下

の
分

左

の

如

し

二

七
四
頁

へ
)

一m一



謀
遠

慮

セ
ラ

レ
タ

ル

モ

ノ
、

信

二
至

レ
リ

壷

セ

リ

ト

云

フ

ヘ
シ
、

十

目

ノ
視

ル

所

已

二
斯
ノ
如
シ
・
豊

二
敢
}論

刎
ナ
ル
鄙
見
ヲ
容

ル
へ
叡
轡

デ

ン
ヤ
ト
墓

数

次

、

又

タ

謂

ヘ
ラ

ク
余

ノ
初

メ

テ
知

ヲ

老

兄

二
辱

フ

セ

シ

ハ
今

ヨ

リ

四

十

余

年

前

、

へ腕
)

碗

白
ナ

ル
少

年

ノ
昔

ニ

シ

テ
、

中

頃

余

ヤ

東

西

薄

遊

ノ
蝕

、

又

タ
復

タ
朝

夕

老

兄

ノ
指

導

ヲ

辱

フ

ス

ル

モ

ノ
無

乃

人
生

中

ノ

一
奇

ト

云

フ

ヘ
シ
、

高
誼

夫

レ
斯

ノ
如

シ
、

思

フ

テ

而

シ

テ
言

ハ
サ

ル

ハ
信

二
背

カ

ン
事

ヲ

恐

レ
遂

二
偏

矯

ナ

ル
私

見

ヲ

草

ス
、

然

リ

ト

星

ト

モ
渋

筆

所

思

二
副

ハ
ス
、

惚

董

交

モ
至

ル

、
幸

二
推

讃

ノ
栄

ヲ
垂

レ

ン
事

ヲ
、
伏

乞

々

々

明
治
四
十
二
年
三
月

日

辱
弟

高

橋

達

二

五

一
頁

よ
り
)

△
芳
谷

△
相
知

△
岩
屋

△
杵
島

△
杵
島
第
二
坑

△
久
原

六

二
、

四

=

一
、

六

〇

口

四

八

、

七

三

九

、

三

二
〇

二
〇

、

九

五
〇

、

○

一
八

三

、

八

一
六

、

八

三

〇

二
九

、

五

九

二
、

五

四

〇

「

一
、

六

二

六

、

「
[
]四

大
正
三
年

十
月

一
日

婆
の
総
死

東
松
浦
郡
北
波
多
村
大
字
岸
山
芳
谷
炭
坑
岡
本
チ
サ

(
七
十
五
)
は
平
素

老
毫
の
状
態
に
陥
り
居
り
し
が
、
近
来
脚
気
に
病
み
癒
々
身
体
不
自
由
と
な

り
し
を
苦
に
し
、去
二
十
七
日
午
後
十
時
頃
自
宅
に
お
い
て
総
死
と
げ
た
り
と
。

大
正
三
年
十
月
二
日

二
大
炭
山
獲
得

中
日
実
業
に
し
て
は
今
春
来
密
に
英
仏
資
本
団
と
交
渉
し
支
那
の
利
源
開

発
上
必
要
な
る
資
本
の
供
給
を
仰
ぐ
事

に
決
定
し
、
雨
来
支
那
利
権
問
題
に

関
し
て
は
鋭
意
衰
政
府
と
交
渉
の
歩
を
進

め
居
り
た
る
に
端
無
く
も
今
次

の

世
界
的
大
戦
争
と
な
り
、
遂
に
英
仏
よ
り
資
本
を
融
通
す
る
の
途
絶
え
折
角

の
苦
心
も
水
泡
に
帰
し
た
る
が
、
幸
に
し
て
此
程
尾
崎
専
務
取
締
役
を
北
京

に

派
遣
し
、
會
て
内
交
渉
を
遂
げ
置
き
た
る
二
大
炭
礦

の
権
利
を
獲
得
す
る
事
を

得
た
り
、
其

一
は
広
西
省
に
あ
る
支
那
屈
指

の
炭
山
に
し
て
炭
質
純
良
、
炭
量

豊
富
な
り
、
其
二
は
揚
子
江
沿
岸
に
あ
る
某
炭
山
に
し
て
殆
ん
ど
前
者
に
匹
敵

す
べ
く
、
而
し
て
何
れ
も
目
下
支
那
に
於
い
て
敷
設
計
画
中
の
鉄
道
に
対
し
て

は
石
炭
般
出
上
極
め
て
便
利
の
地
位
に
あ
り
、
殊
に
後
者
揚
子
江
に
臨
み
船
積

の
便
極
め
て
良
好
な
り
と
。

(
一
八

三
頁

へ

)

一悩一



炭
坑
札
自
体
は
足
を
以
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
炭
坑
札
に
関

連
し
た
種

々
の
デ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
既
存

の
文
献
に
よ
る
調
査
が
主

体
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
今
後

の
つ
き
進
ん
だ
調
査
に
関
し
て
は
む
し
ろ
、

経
済
専
門
の
方

々
の
活
躍
を
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
。
尚
、
現
存
の
炭
坑

札
個
々
の
図
柄
並
び
に
解
説
に
つ
い
て
は
、
拙
著
を
披
見
し
て
頂
け
ば
幸

い
で
あ
る
。

最
後
に
稿
を
終
る
に
臨
み
、
炭
坑
札
の
資
料
を
提
供
し
て
頂
い
た
多
く

の
方

々
や
、
本
文
を
御
校
閲
頂
い
た
秀
村
教
授
に
深
甚

の
感
謝
を

い
た
し

ま

す

。

昭
和
五

一
年
九
月

十
日
記

昭
和
五
六
年
七
月
一一=

日
追
記

(
一
七
四
頁
よ
り
)

大
正
三
年
十
月
二
日

老
人
の
卒
倒

杵
島
郡
北
方
村
大
字
志
久
杵
島
炭
坑
西
野
磯
右

工
門

(七
十
)
は
去
る
二

十
四
日
居
村
勝
満
寺
に
参
詣
す
る
と
称
し
家
出
し
た
る
儘

「
向
帰
宅
せ
ざ
る

よ
り
親
戚
及
び
知
己

一
同
心
当
り
を
捜
索
中
、
二
十
七
日
に
至
り
同
村
十
三
塚

唐
津
郷
と
称
す
る
溜
池
側
に
倒
死
し
居
た
る
を
発
見
せ
し
が
多
分
心
臓
麻
痺

な
ら
ん
と
。

大
正
三
年
十
月
四
日

書
置

世
の
中
に
男
は
貴
方

一
人
に
て
如
何
な
る
辛
苦
に
し
て
も
添
ひ
遂
げ
ん
覚

悟
な
り
し
も
種
々
な
る
事
情
は
何
し
て
も
夫
婦
と
な
る
事
出
来
ず
、
い
っ
そ
死

ん
で
未
来

で
夫
婦
と
な
ら
ん
覚
悟
に
て
死
に
ま
す
。

就

い
て
は
自
分
の
死
ん
だ
後
は
不
欄
と
思
ひ

「
本
の
香
華
を
手
向
け
て
下

さ
れ
、
そ
れ
か
ら
酔
月
楼
の
仲
居
は
妾
に
つ
ら
く
当
り
散
ら
し
、
平
素
意
地

悪
く
貴
方
と
妾
し
の
中
を
割
か
ん
と
邪
魔
ば
か
り
す
る
か
ら
死
ん
で
も
怨
み

ま
す
。
金
の
指
輪
は
妾
の
形
見
で
す
云
々
。

大
正
三
年
十
月
五
日

九
月
唐
津
輸
出
炭

唐
津
港
よ
り
九
月
中
侮
外
各
地
に
輸
出
し
た
る
石
炭
は
三
二
、
九
二
〇
ト

ン
に
上
り
八
月
中

に
比
し
て

=
二
、
○
○
○
ト
ン
即
ち
六
割
余

の
増
加
な
る

が
・
其
仕
向
地
は
支
那
各
港

一
一、
二
二
〇
ト
ン

香
港

六
、
七
〇
〇
ト
ン

馬

尼
刺

一五
・
○
○
○
ト
ン
等
な
り
、
次
に
九
月
中
朝
鮮

へ
の
移
出
高
は

一
、
三

二
七
ト
ン
に
し
て
本
年

に
入
り
て
は
前
例
な
き
巨
額
な
り
。
而
し
て
同
月
中

外
国
船
及
び
外
航
日
本
船
に
積
込
み
た
る
石
炭
は
左
の
如
し
。

外
国
汽
船
燃
料
炭

三
、
九
六
〇
ト
ン

外
航
日
本
船
同
右

二
、
二
九
〇
ト
ン

之
を
八
月
に
比
す
れ
ば
、
外
船
は
五
、
三
〇
〇
ト
ン
減
じ
、
外
航
内
船
は

五
〇
〇

ト
ン
増
加
せ
り
。
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